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重大･……生徒を表彰児

今年は269人

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
で
の
功
績
を
た
た
え
る

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面
で
の
優
秀
な
成

績
を
修
め
た
児
童
・
生
徒
の
栄
誉
を
た

た
え
る
平
成
1
4
年
度
壬
生
町
児
童
・
生

徒
表
形
式
が
２
月
2
8
日
、
壬
生
中
央
公

民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
小
学
生
一
…
一
人
、
中
学
生

1
4
2
人

の
、
合
計
2
6
9
入
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

式
で
は
、
清
水
町
長
や
篠
原
教
育
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
表
彰
状
が
各
部
門
の

代
表
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

壬
生
小
学
校

第
5
0
回
蒲
生
君
平
先
生
奉

特
　
賞

蒲
生
神
社
奉
賛
会
長
賞

寺賛

内書

ゆ良示道

紐[昭展

板
橋
由
夏

第
５
回
県
小
中
学
生
選
抜
書
道
展

県
書
道
連
盟
会
長
賞
　
　
寺
内
良
知

第
4
0
回
足
利
市
民
総
合
選
手
権
大
会

兼
第
１
７
回
県
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

式
　
小
学
５
・
６
年
の
部

彰表

優
　
勝

　
　
　
　
さ
き
え

荒
川
早
紀
恵

第
2
3
回
県
剣
道
道
場
連
盟
錬
成
大
会

小
学
生
女
子
個
人
の
部

最
優
秀
賞

　
　
　
　
み
さ
き

菊
池
美
咲

県
全
国
小
中
学
生
女
子
選
抜
大
会

（
剣
道
）

優
　
勝

菊
池
美
咲

心

第
3
6
回
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

優
勝
　
　
　
菊
池
美
咲
　
増
田
修
哉

　
　
　
　
　
上
野
球
朗
　
寺
内
良
知

苫太頃珍優第

１｀野の　25
回
関
東
学
童
軟
式
野
球
大
会

常勝悠
也
、

小

　
　
　
　
ま
さ
き
　
い
で
い

日
向
野
誠
基
、
出
井

ゆ
き
　
　
　
は
や
お

裕
輝
、
赤
塚
教

山
憲
治
、
三
浦

第
5
4

金特

優冑

荒
川
隼
雄
、
山
口

、
水
島
優
樹
、
秋

新
島
紀
彦
、

鈴
木
健
斗
、
梁
高
談
真
、
吉
井
蛙
太
、

中
村
雄
基
、
上
野
哲
也
、
板
橋
優

諸
羅
山
盃
大
会
（
軟
式
野
球
）

準
優
勝

河
野
悠
也
、
出
井
優
太
、
荒
川
隼
雄
、

水
高
価
樹
、
三
浦
成
人
、
山
口
裕
輝
、

秋
山
憲
治
、
赤
塚
教
倫
、
梁
高
談
真
、

鈴
本
鮪
斗

第
2
5
回
県
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

金
　
賞
　
　
　
　
　
　
　
板
橋
千
夏

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
「
交
通
安
全

フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

優
秀
作

第
3
5
回
下
野
教
育
書
進
展

特
　
選

金
　
賞
　
　
鈴
木
成
美
、

板
橋
千
夏

宮寺

田内

玲汽良

奈々知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
釜
千
晴

第
3
3
回
下
野
教
育
美
術
展

準
特
選
　
　
　
　
　
　
　
黒
川
和
紀

金
賞
　
　
　
大
場
美
咲
　
ハ
旗
友
香

　
　
壬
生
東
小
学
校

全
国
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会

長
剣
２
位
・
小
太
刀
３
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
愛
里

第
2
0
回
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

優
勝
・
優
秀
選
手
賞
　
　
栗
原
龍
裕

第
3
6
回
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

６
年
生
の
部
優
勝
　
　
　
君
島
大
樹

第
3
3
回
下
野
教
育
美
術
展

デ
ザ
イ
ン
の
部
金
賞
　
　
古
橋
　
雪

第
5
4
回
書
初
中
央
展

第特

賞

　
　
　
け
い
ご

福
田
圭
吾

４
回
県
学
校
教
育
書
写
書
道
作
品
展

紙
の
部
金
賞
　
　
　
　
高
山
菜
名

　
　
睦
小
学
校

バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
全
日
本
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
全
国
決
勝
大
会

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

第優全優

36　　日
勝
　
　
　
　
　
　
　
大
木
友
裕

本
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
栃
木
県
大
会

勝
　
　
　
　
　
　
　
大
木
友
裕

3
6
回
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

心

５
年
女
子
の
部
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝

　
　
　
ひ
な
た

渡
遵
陽
向

第
3
9
回
県
商
工
会
珠
算
大
会
第
３
部

読
上
暗
算
競
技

優
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
塩
沢
正
樹

第
2
0
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
大
会

団
体
優
勝
　
　
　
　
　
　
高
橋
洸
次

第
3
3
回
下
野
教
育
美
術
展

絵
画
の
部
金
賞

　
　
ゆ
う
み
　
　
　
　
　
め
ぐ
み
　
　
　
ひ
ろ
ま
さ

小
森
優
実
、
坂
本
　
萌
、
藤
巻
宏
将

版
画
の
部
金
賞
　
　
　
　
加
藤
健
太

　
　
稲
葉
小
学
校

第
１
７
回
県
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
新
人
大
会
兼
第
１
３
回
関
東
小
学
生

女
子
選
抜
大
会
県
予
選
会

準
優
勝

石
川
真
名
、
小
倉
茜
音
、
小
倉
米
帆
。

　
　
　
　
み
ず
き
　
が
ち
ふ
っ
あ
や
か

小
野
口
美
寿
季
、
賀
長
彩
佳
、
高
木

綾
乃
、
高
木
理
江
、
田
中
ひ
と
み
、

植
木
晴
佳
、
佐
藤
美
希
、
長
岡
理
恵
、

篠
崎
麻
衣

足
利
尊
氏
公
マ
ラ
ソ
ン
大
会

優
勝
　
　
　
　
　
　
　
梁
島
エ
リ
力

第
４
回
県
学
校
教
育
書
写
書
道
作
品
展

半
紙
の
部
金
賞

大
島
杏
奈

　
羽
生
田
小
学
校

「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」
作
文
コ
ン

知
事
賞

　
　
　
あ
や
え

加
蒔
絵
恵

２



　
　
壬
生
北
小
学
校

帯
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

　
あ
く
し
ょ
ん
県
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
　
３
年
１
組
エ
コ
ク
ラ
ブ

荒
川
佳
菜
、
飯
塚
幸
菜
、
大
嶋
隆
之

介
、
大
関
郷
史
、
亀
田
貴
大
、
荒
井

大
暉
、
菊
地
ま
な
み
、

粂
川
郁
佳
、
粂
川
修
ｍ

粂
川
智
美
、

　
　
ま
り
な

斎
藤
満
梨
奈
、
佐
藤

紀
、
鈴
木
美
帆
、
高

註

加ｶ月ご

ご渚

彫蜘

金
　
賞

　
　
　
　
　
　
　
）

渡
辺
直
樹
、
鮎
田
直
美

粂
川
絢
香
、
渡
辺
圭
美

安
塚
小
学
校

⑩
第
１
７
回
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会

　
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
豊
田
敦
史

⑩
第
2
5
回
県
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
金
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
菜
瑠

絃
第
5
6
回
県
小
学
生
柔
道
錬
成
大
会

優優
勝勝

奥
村
ハ
ン
セ
ン

　
　
人
類
康
史

和
典
、
刀
川
渚
、
田
村
敦
、
田
村
基
　
　
⑤
第
3
5
回
下
野
教
育
書
道
服

行
、
中
村
友
也
、
西
村
雅
哉
、
北
條
　
　
　
金
賞
　
　
　
　
　
　
　
大
出
奈
淳
美

真
由
、
宮
内
柚
香
、
森
田
英
里
、
山
　
　
言
・
第
一
’
一
回
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

ノ
井
祐
輝
、
山
ノ
井
結
貴
、
山
ノ
井
諒
　
　
　
５
年
男
子
の
部
優
勝
　
五
月
女
直
樹

●白髪回△11.1……白図‐･㎜･㎜1尚尚-|■素
5
4
回
書
初
中
央
展

６
年
男
子
の
部
優
勝
　
　
豊
田
敦
史

_■… …。

表彰を受けた各小学校の児童
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第
5
4
回
書
初
中
央
展

金
賞
　
　
別
井
茉
莉
、
大
森
ほ
な
み

　
　
壬
生
中
学
校

県
下
総
合
体
育
大
会

２
年
女
子
1
0
0
ｍ
Ｈ

第優女優
　　子

勝800勝

（
陸
上
）

　
　
　
　
　
　
ち
な
つ

　
　
大
橋
千
奈
都

ｍ
自
由
形
（
水
泳
）

　
　
　
　
　
　
清
水
理
恵

4
5
回
県
三
部
対
抗
陸
上
競
技
大
会

中
学
女
子
1
0
0
ｍ
Ｈ

優
　
勝

県
新
人
陸
上
競
技
大
会

２
年
女
子
1
0
0
ｍ

優
　
勝

県
新
人
水
泳
競
技
大
会

男
子
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

大
橋
千
奈
都

大
橋
千
奈
都

表彰を受けた両中学校の生徒

ヽ-

優
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
清
水
英
幸

第
2
6
回
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

栃
木
県
予
選
会

女
子
8
0
0
ｍ
自
由
形

優
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
清
水
理
恵

１
年
男
子
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

優
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
清
水
英
幸

第
4
4
回
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

大中

易学

千ら校

穂aB
｀部

門
金
賞

戸
崎
の
ぞ
み
、

豊
田
智

有
佳
里
、
新
村
愛
美
、
栗
原
千
秋
、

木
ノ
内
千
尋
、
青
木
美
緒
、
秋
田
恵

里
、
鈴
木
彩
、
佐
藤
穂
波
、
玉
田
春

梁
島
里
沙
、
山
川
育
美
、
森
田
裕
子
、

戸
崎
裕
佳
、
古
沢
め
ぐ
み
、
梁
島
悠
、

石
村
友
乃
、
伊
藤
か
お
り
、
岩
田
侑

子
、
野
日
時
香
、
甫
坂
智
代
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
と
め
　
あ
ゆ
み

記
念
賞
　
　
　
　
　
　
早
乙
女
　
歩

金
　
賞
　
　
福
田
成
美
、
坂
本
葉
由

第
3
3
回
下
野
教
育
美
術
展

デ
ザ
イ
ン
の
部
金
賞

　
　
　
　
　
　
じ
ん
ち
ょ
ぅ
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
神
長
亜
友
美
、

　
　
　
　
　
　
小
野
奈
保
子
、

第
5
4
回
書
初
中
央
展

大
賞
特
賞
金
賞

　
　
　
め
ぐ
み

星
川
恵

　
　
　
り
よ
‘
つ

宮
下
諒

早
乙
女
歩
、

大
垣
銚
子
、

益手小
田ｾﾞ嶋
久悠ゆ

き
こ
起
子
美
子

久
保

岡
部
真
理
、
高
久
淳
、

山
口
奈
通
季
、
鈴
木
翔
太

　
　
　
あ
り
さ

近
藤
有
沙
、

　
　
　
ち
ひ
ろ

佐
藤
千
紘
、

高金
袖

奈
、
浄
土
芙
美
子
、
板
子
絵

　
　
　
あ
ゆ
み
　
し
の
は
る
な

松
尾
鮎
美
、
篠
晴
菜
、
中
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
　
し
き

小
林
真
弓
、
斎
藤
翠
、
志
喜

子
、
大
場
健
太
、
戸
崎
聡
美
、
篠
原

沙
貴
、
田
遁
沙
織
、
真
生
田
瑛
子
、

石
崎
菜
都
美
、
浦
田
英
里
、
鉾
立
愛
、

鯉
沼
香
織
、
篠
原
優
子
、
秋
田
千
恵
、

前
原
郁
美
、
木
村
悠
奈
、
粂
川
恵
理
。

ニ
ノ
宮
歩
、
青
木
麻
衣
、
稲
葉
敦
子
、

清
水
美
佳
、
田
中
愛
美

第
１
５
回
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
金
賞

（
第
4
4
回
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中

学
校
Ｂ
部
門
金
賞
表
彰
と
同
じ
）

第
3
5
回
下
野
教
育
書
進
展

　
　
　
ま
り
な

関
本
真
利
奈

生
沼
右
妃

第
４
回
県
学
校
教
育
書
写
書
道
作
品
展

条
幅
の
部
準
大
賞
　
　
　
寺
内
　
彩

半
紙
の
部
金
賞

　
　
　
　
戸
崎
優
美
　
小
鴨
悠
起
子

　
　
　
　
神
長
由
希
乃
高
久
淳

　
　
南
犬
飼
中
学
校

県
河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー

会
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
福
田
実
加

第
3
5
回
下
野
教
育
書
道
服

特
選
　
　
　
　
　
　
　
山
野
井
由
佳

金
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
智
史

第
3
3
回
下
野
教
育
美
術
服

　
　
　
　
　
　
　
ま
き
　
　
　
　
　
あ
き

金
賞
　
　
　
田
中
麻
貴
、
斉
藤
　
秋

第
5
4
回
書
初
中
央
服

特
賞
金
賞

有う菊
備考地
友回由
貴絹管
　｀子
　
佐
藤
友
希

、
大
垣
翔
子

山
野
井
由
佳
　
３



４

-
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平成15年
３月31日
　まで

平成15年
４月１日
　から

特例療養費の支給がなくなります

退職者医療制度で医療を受ける資格のある人が、年金証書が届いていないため

にやむを得ず一般の保険証でお医者さんにかかった場合、申請すると国保の
自己負担３割と、退職者医療制度での自己負担２割（被扶貧者は入院のみ）と

の差額１割分か、特例療養費として支給されます。

自己負担の割合が３割になることによって、特例療養費の支給が
なくなります。

外来の薬剤にかかる一部負担がなくなります

平成15年
３月31日
　まで

平成15年
４月１日
　から

外来（在宅医療を含む）で薬剤を処方してもらった場合には、何種類の薬を何

日分投与されたかによって、一定の額を別途負担します。

内服薬（1日分につき）

１種類 〇円

２～３種類 30円

４～５種類 60円

６種類以上 100円

外用薬（湿布、目薬など）

１種類 50円

２種類 100円

３種類以上 150円

対象とならない薬

ヅ入院したときの薬剤

回注射、検査、処置、手術などの際に使用される薬剤

頓服薬（解熱薬、鎮痛薬など）

１種類につき 10円

対象とならない人

　６歳未満の乳幼児・70歳以上の人

回老人保健で医療を受ける人

外来の薬剤にかかる一部負担はなくなります。

○高額療養費の自己負担限度額が変わります

　　平成15年４月１日から全制度を通じて３歳以上70歳未満の負担割合が３割で統－されることに伴

　い、高額療養費制度（70歳未満）の算定基準額に関する１％負担の起算点が見直されます。

　　　＼　　平威!S年Ｓ月31日まで　　　　　　　　　　　　　　　　平威1辱年４月１日から

上位所得者
139800円　医療費が699.000円を超
(77,700円)十昌44混妾は｀超えた分の1

ブ’-、般
72300円　　医療費が361.500円を超
(4012oo円)十昌珍芸は｀超えた分の1

二低所得者
３５,４００円
(24,600円)

元三 白Ｐ色相限度額
－一一一一

外来(個人ごと) 外来十入院（世帯ごと）

ﾄﾞﾘ

ﾆ

1

言万

笥言言低

一定以上所得者 ４０,２００円

　　　　　　　Ξ療費が361,500円

(

昌温り艶潔y・

一般 １２,０００円 ４０,２００円

｜ 低所得者II
８,０００円

24,600円

胆 低所得者Ｉ 15,000円

１
上位所得者

139800円　医療費が466･000円を超
(ﾌﾌ,ｼﾞoo円)帽論丿望|゛ヽs゛91

一般
　７２３００円　医療費が241･000円を超

(401200円)十急変芸は｀超えた分の1

低所得者ｊ
35,400円
(24,600円)

白Ｆ負担限度額
外来(個人ごと) 外来十入院（世帯ごと）

一定以上所得者 ４０,２００円

　　　　　　　医療費か361,500円

(

昌昌

)リ艶雪詐

一般 １２,０００円 ４０,２００円

｜ 低所得者ｎ
８,０００円

２４,６００円

低所得者Ｉ １５．０００円

※１　上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が670万円を超える世帯にあたります

※２（　）内は過去12か月以内に４回以上高額医療費の支給があった場合の、４回目以降の限度額です。
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